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ポリアンナ・マットス・ベッキオ
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

このお話
はなし

は，ブラジルでの出
で

来
き

事
ごと

です。

レベッカは妹
いもうと

の手
て

をにぎりました。
そして二

ふた

人
り

でソファーから飛
と

びお
りて，カーペットに着

ちゃく

地
ち

しました。二
ふた

人
り

の少
しょう

女
じょ

はクスクスと笑
わら

いました。
「もっと高

たか

く！」メリッサが言
い

いました。
「二

ふた

人
り

とも，家
いえ

の中
なか

でジャンプしてはだ
めよ。朝

あさ

早
はや

くからデイジーさんにめいわ
くをかけたくないから」と，台

だい

所
どころ

からお
母
かあ

さんが言
い

いました。
レベッカとメリッサはがっかりした顔

かお

をしてすわりました。かれらは新
あたら

しいア
パートに引

ひ

っこしてきたばかりでした。
デイジーさんは，下

した

の階
かい

に住
す

んでいます。
「デイジーさんに会

あ

ったことある？」メ
リッサはレベッカにたずねました。
「ない。でも，なんだかこわいわ。子

こ

供
ども

がきらいだって聞
き

いたの」とレベッカは
言
い

いました。
メリッサは目

め

を丸
まる

くしました。「でも，

フレンチトーストの伝
でん

統
とう

はどうするの？」
クリスマスイブまであと数

すう

日
じつ

です。レ
ベッカとメリッサの大

だい

好
す

きな家
か

族
ぞく

の伝
でん

統
とう

は，近
きん

所
じょ

の人
ひと

たちのためにフレンチトー
ストを作

つく

ることでした。今
こ

年
とし

は新
あたら

しい家
いえ

で作
つく

る初
はじ

めての年
とし

なので，きっと特
とく

別
べつ

な
ものになることでしょう。
「たぶんデイジーさんのところはやめ

ておいた方
ほう

がいいよ」とレベッカは言
い

い
ました。

クリスマスイブの日
ひ

，二
ふた

人
り

はフレンチ
トーストを作

つく

るのを楽
たの

しみに目
め

覚
ざ

めまし
た。

レベッカは，お父
とう

さんがたまごと牛
ぎゅう

乳
にゅう

，
さとう，シナモンをまぜるのを手

て

伝
つだ

いま
した。メリッサはパンをらんえきにひた
しました。それからパンを焼

や

きました。
間
ま

もなく，アパート中
じゅう

にシナモンの香
かお

り
が広

ひろ

がりました。
そしてフレンチトーストをふくろに入

い

ました。
みんなで近

きん

所
じょ

の人
ひと

たちに一
いっ

けんずつと
どけに行

い

きました。そしてついに，デイ
ジーさんの家

いえ

にやって来
き

ました。
お菓

か

子
し

を気
き

に入
い

ってもらえなかったら
どうしよう？ もし怒

ど

鳴
な

ってきたらどうし
よう？

少
しょう

女
じょ

たちは深
しん

呼
こ

吸
きゅう

しました。そしてド
アをノックしました。
「どなた？」デイジーさんがたずねまし

た。そしてドアを開
あ

けて，二
ふた

人
り

を見
み

下
お

ろ
しました。白

はく

髪
はつ

のショートヘアです。あ
まりこわそうには見

み

えません。
しばらくの間

あいだ

，レベッカとメリッサは何
なに

を言
い

えばよいのか分
わ

かりませんでした。
「わたしたちは上

うえ

の階
かい

に住
す

んでいます」
とレベッカは言

い

いました。
メリッサはふくろを差

さ

し出
だ

しました。
「あなたにフレンチトーストを持

も

ってきま
した。メリークリスマス！」
「あら，ありがとう！ フレンチトースト

は大
だい

好
す

きなの。」デイジーさんはふくろ
を受

う

け取
と

りました。「じゃあ，あなたた
ちが新

あたら

しいご近
きん

所
じょ

さんね？ 会
あ

いたいと
思
おも

っていたけど，わたしみたいな老
ろう

人
じん

は
きっといやがられるんじゃないかと思

おも

っ
ていたのよ。」

レベッカとメリッサは目
め

を大
おお

きくして
見
み

つめ合
あ

いました。「わたしたち，あなた
は子

こ

供
ども

がきらいだと思
おも

っていたんです！」
レベッカは言

い

いました。
デイジーさんは笑

わら

いました。「子
こ

供
ども

は
大
だい

好
す

きよ！ さあ入
はい

ってちょうだい。孫
まご

の
写
しゃ

真
しん

を見
み

せてあげるわ。」
みんなでデイジーさんのアパートに入

はい

りました。いたる所
ところ

に花
はな

がかざってあり，
家
か

族
ぞく

の写
しゃ

真
しん

がたくさんあ
りました。
「すわってちょうだい。

ちょう ど パッ ション フ
ルーツジュースを作

つく

った
ところなの」とデイジー

フレンチトーストをみんなに

れ，一
ひと

つずつに近
きん

所
じょ

の人
ひと

の名
な

前
まえ

を書
か

きま
した。

レベッカは最
さい

後
ご

のふくろをとじると，
「できた！」と言

い

いました。
お父

とう

さんがふくろを数
かぞ

え，名
な

前
まえ

をかく
にんしました。「デイジーさんの分

ぶん

がな
いみたいだね 」とお父

とう

さんは言
い

いまし
た。

レベッカとメリッサは顔
かお

を見
み

合
あ

わせま
した。
「デイジーさんにはあげたくないの」

とレベッカは言
い

いました。「子
こ

供
ども

がきら
いなんだもの。」

お父
とう

さんはまゆをひそめました。「す
べての隣

りん

人
じん

に分
わ

かち合
あ

うのが，わたした
ちの伝

でん

統
とう

なんだ。デイジーさんの分
ぶん

も
作
つく

るべきだと思
おも

わないかい？」
レベッカとメリッサは，お父

とう

さんが正
ただ

しいと分
わ

かっていました。二
ふた

人
り

はふくろ
をもう一

ひと

つ作
つく

り，「デイジーさん」と書
か

き

さんは言
い

いました。そしてジュースを
コップに注

そそ

ぎました。「きっとこのフレ
ンチトーストにぴったりなはずよ。」

少
しょう

女
じょ

たちと両
りょう

親
しん

はジュースのコップを
手
て

に取
と

りました。おいしいジュースで
す！

デイジーさんの孫
まご

たちの名
な

前
まえ

を教
おし

えて
もらい，一

いっ

緒
しょ

にクリスマスの音
おん

楽
がく

もきき
ました。

レベッカとメリッサはデイジーさんの
ことをごかいしていました。デイジーさ
んは良

よ

い人
ひと

でした。そして楽
たの

しい人
ひと

でし
た！ クリスマスのフレンチトーストはす
ばらしい伝

でん

統
とう

です。今
こ

年
とし

は，おかげで新
あたら

しい友
ゆう

人
じん

を作
つく

ることができました。●

小
ちい

さなクリスマスの奉
ほう

仕
し

によって， 
新
あたら

しい友
とも

達
だち

を作
つく

ることができました。
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